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材料紹介:パラシール/ガンドシール

株式会社豊順洋行村上 博

1 .まえがき

廃棄物の最終処分場用遮水シートを始め、ゴルフ場の池や公園の流れ、地下構造物の防水シー

トとしてジオシンセティッククレイライナーが使用されるようになってきました。ここでは、そ

の一つの高密度ポリエチレンシートとベントナイト層とから成る二層構造複合ライナーについて

材料紹介します。

この複合ライナーには、パラシールとガンドシールの 2種類があります。基本的には、いずれ

も同じ構造で、表-1のような違いがありますが、今回は最終処分場用に用いられているガンド

シールについて、その特徴を説明します。

なおガンドシールは廃棄物処分場で世界的に圧倒的な実績を持つ米国GundleLining Systems 

Inc.社によって開発された商品であります。

構造

寸法

用途

2.構造

表-1 パラシールとガンドシール

パラシール

H D P E O. 5mm +ヘットナイト頼粒

1. 2MW x 7. 2ML x 3. 5mmT 

比較的小さな池/複雑な形状の
池の防水

建物・共同溝など構造物の地下

外壁の防水

ガンドシール

H D P E 1. 5mm十イントナイト頼粒

2.4MW x 60ML x 4. 5mmT 
5. 3MW x 60ML x 4. 5mmT 

比較的大きい池の底部

建物・共同溝など地下底部の防水

廃棄物処分場の遮水工
オーバーキャップ用

ガンドシールの構造は、図-1に示すように20-50メッシュの高品質のナトリウムベントナイ

ト頼粒層を無公害の接着剤をもって強度・耐薬品性にすぐれた高密度ポリエチレン (HDPE)

シートの片面に設けたもので、ベントナイト層は約3mm厚さで HDPEの厚さは1.5mm計約4.5

mmの厚さです。さらにこの縁辺には熱融着が可能なようにベントナイト層が剥離できるようにな

っております。
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別に試験室にサンプルを送り正確な試験結果を出します。

これで最終的な合否を決定します。

もし不合格の場合には更に厳しくなりくり返し検査がなされます。

7.終わりに

廃棄物最終処分場では、先進国である米国EPAの技術指針を参考に日本の国情にあった処分

場を目指しかっべントナイトの活用を考えています。
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